Richmondのモーメント法解析におけるベクトル化率の向上 by 陳 強 & 澤谷 邦男
Richmondのモーメント法解析におけるベクトル化率
の向上
著者 陳 強, 澤谷 邦男












































































DO   I=1,N
DO   J=I,N
[座標変換]












図 2 従来のアルゴリズム 
N:セグメント数（大きい数）
DO   I=1,N















図 3 開発したアルゴリズム 
 




計算では，プログラムのベクトル化によって 10 倍高速になったとすると図 5に示すように
一命令で 10 個要素を計算できる．つまり，従来のアルゴリズム計算ではインピーダンス行
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図 4 従来のアルゴリズムにおけるインピーダンス行列計算 
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図 5 開発したアルゴリズムにおけるインピーダンス行列計算 
3. 数値解析結果 
 従来のアルゴリズムのプログラムをWSと SXで実行し，計算時間の比較を行った．その
結果を図 6に示す．横軸がアンテナのダイポールセグメント分割数 N,縦軸が CPU TIME 
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図 6 従来のアルゴリズムにおけるWSと SXでの計算時間比較 
(WS:Alpha21164A-600MHz，SX:Super Computer SX4 in Tohoku University) 
 開発したアルゴリズムと従来のアルゴリズムのプログラムをSX で実行し，インピーダン
ス行列計算時間の比較を行った．その結果を図 7に示す．横軸がアンテナのダイポールセグ
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図 7 開発したアルゴリズムと従来のものによる 
インピーダンス行列計算に要する CPU Timeの比較 




アンテナのダイポールセグメント分割数 N,縦軸が CPU TIME [sec]を表す．この図から，開
発したアルゴリズムの方が従来のアルゴリズムより約 50 倍計算時間が高速化できたことが
わかる． 
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